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〓
敍

任

及
辭

令

臺
灣
總
督
府
醫
學
校
教
授
醫
學
博
士
　
横

川

定

八
級
俸
下
賜

(六
月
十

一
日
)

敍
勳
六
等
授
瑞
寳
章
　

從
五
位
　
吉

田

坦

藏

敍
勳
六
等
授
瑞
寳
章
　

正
七
位
　
高

原

來

三

歩
兵
第
二
十
期
聯
隊
附
陸
軍
三
等
軍
醫
　
安

田

仙

次

郎

免
本
職
補
輜
重
兵
第
十
八
大
隊
附

(六
月
二
十
九
日
)

敍
正
六
位
　

從
六
位
勳
五
等
　

三

河

内

諄

一

敍
正
六
位
　

從
六
位
勳
四
等
功
五
級
　
出

射

一

郎

敍
正
六
位
　

從
六
位
勳
五
等
功
五
級
　
濱

島

秀

梧

敍
正
六
位
　

從
六
位
勳
五
等
　

三

木

徳

次

敍
正
六
位
　

從
六
位
勳
五
等
　

丹

羽

浩

敍
正
八
位
　

黒

木

武

一

敍
正
八
位
　

大

岩

博

雅

(七

月

十

日
)

呉
海
軍
病
院
附
兼
看
護
術
練

習
所
教
官
海
軍
軍
醫
中
監
　

尾

形

十

太

郎

兼
補
鎭
守
府
附

千
歳
軍
醫
長
海
軍
軍
醫
少
監
　

菊

原

政

通

免
本
職
補
淺
間
軍
醫
長

海
章
少
軍
醫
　
長

谷

川

靜

一

鞍
馬
乗
組
被
免
鹿
島
乘
組
被
仰
付

(七
月

十

一
日
)

朝
鮮
總
督
府
道
慈
惠
醫
院
醫
官
　

三

谷

盛

國

七
級
俸
下
賜

(七

月

一
日
)

呉
海
軍
病
院
附
兼
看
護
術
練
習
所

教
官
呉
鎭
守
府
附
海
軍
軍
醫
中
監

　
尾

形

十

太

郎

免
兼
鎭
守
府
附

(七
月
十
八
日
)

〓
理
化
學
研
究
奬
勵
補
助
　
左
の
兩
君
は
各
頭
書
の
題

目
に
て
研

究
せ
ら
る
〓
を
以
て
今
般
文
部
省

よ
り
理
化
學
研
究
奬
勵
補
助
費

を
交
附
せ
ら
る
〓
こ
と
に
確
定
せ
り

一
、
生
物
學

ノ
電
氣
學
的
研
究

上

坂

熊

勝

一
、
消
化
生
理
及
病
理
研
究

齋

藤

精

一

郎
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〓
學
生
退
校
　
大
正
七
年
第

一
囘
陸
軍
軍
醫
學
校
學
生
は
本
月
十

五
日
退
校
せ
り
其
中
本
會
々
員
諸
君
は
左
の
如
し

專

攻

學

生

陸

軍

二
等

軍

醫
　

藏

本

貢

普

通

學

生

陸

軍

三

等

軍

醫
　

大

谷

顯

三

同
　

岡

田

俊

之

〓

人

事

彙

報

○
好
本
節
君
　
曩

に
留
學

の
途

に
就
か
れ
た
る
同
君
は
先
般
無
事

米
國

に
着
し
約

一
箇
月
間
同
國

に
滞
在
し
英
國

に
向

て
出
發
せ
ら

れ
左
記
の
處
に
寓
居
せ
ら
る
ゝ
よ
し

D
r.
 M
.
 Y
o
sh
im
o
to

%
 M
rs
.
 Yo
sh
im
oto
,

18
 W
arn
fo
rou
g
h
 R
d
.,

O
x
fo
rd
,
 E
n
g
la
n
d
.

○
坪
井
綾
君
　

は
昨
年
八
月
以
來
九
州
醫
科
大
學
産
婦
入
科
及
耳

鼻
咽
喉
科
教
室
に
於
て
研
究
中
な
り
し
が
今
般
佐
賀
縣
東
松
浦
郡

嚴
木
村
貝
島
鑛
山
病
院
に
勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
秋
山
成
六
君
　
は
今
囘
神
戸
市
下
山
手
通
攝
津
病
院
に
勤
務
せ

ら
れ
た
り

○
緒
方
顯
孝
君
(舊
姓
榊
原
)
　は
去
五
月
末

一
年
志
願
兵
及
び
第

一
、
二
次
勤
務
を
終

へ
今
般
神
戸
市
北
長
狹
通
五
丁
目
細
見
耳
鼻

咽
喉
科
病
院
に
勤
務
せ
ら
れ
た
り

○
渡
部
芳

一
君
　
は
今
般
横
濱
市
立
十
全
病
院
内
科
に
勤
務
せ
ら

れ
た
り

○
永
野
武
二
君
　
は
豫
て
兵
庫
縣
柏
原
町
柏
原
病
院
に
勤
務
し
居

ら
れ
し
が
今
般
辭
職
本
縣
邑
久
郡
犬
島
に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

○
田
村
節
夫
君
　
は
今
般
徳
島
縣
那
賀
郡
日
野
谷
村
に
於
て
開
業

せ
ら
れ
た
り

○
沖
原
太
郎
君
　
は
本
年
二
月
よ
り
岐
阜
縣
郡
上
病
院
分
院
に
勤

務
し
居
ら
れ
し
が
病
氣
の
爲
め
辭
職
歸
郷
せ
ら
れ
た
り

古
谷
寅
喜
代
君
逝
く
　

君
は
明
治
四
十
三
年
岡
山
醫
學
專
門

學
校
を
卒
業
し
郷
里
愛
媛
縣
東
宇
和
郡
本
多
田
に
於

て
開
業

し
居
ら
れ
し
が
本
月
九
日
急
病

に
て
遠
逝
せ
ら
れ
た
り
と
洵

に
痛
惜
に
堪

へ
ざ
る
な
り
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〓
大
連
通
信
　

大
連
岡
山
醫
黌
出
身
同
窓
會
は
去
る
六
月
二
十
三

日
午
後
五
時
よ
り
大
連
市
外
隨

一
の
勝
地
た
る
星
ケ
浦
星
の
家
別

館

に
於

て
開
催
す
當
日
は
恰
も
絶
好
の
日
曜
日
に
て
撫
順

よ
り
は

眞
鍋
泰
藏
君
、
營

口
よ
り
は
佐
藤
臣
少
君
の
遙

々
來
會
せ
ら
る
〓

あ
り
近
來
稀
な
る
盛
會

な
り
き
午
後
六
時
よ
り
宴

に
移
る
や

一
同

互

に
胸
襟

を
開
き
往
時
を
追
想
し
將
來
を
語
り
遙

か
に
母
校
の
萬

歳
を
唱
し
歡
を
盡
し
て
同
十
時
半
散
會
せ
り

(池
田
記
)

出
席
者
左
の
如
し

眞

鍋

泰

藏

君
　

佐

藤

臣

少

君

信

永

才

一

君
　

川

野

昇

君

三

好

三

郎

君
　

長

瀬

丹

治

君

近

藤

寛

二

郡

君
　

金

田

正

君

小

坂

次

郎

君
　

別

府

伊

三

郎

君

岩

男

其

二

郎

君
　

池

田

嘉

一

郎

寄

附

金

募

集

の

景

況山

谷

生

本
年
四
月
首
尾
克
く
成
立
し
た
著
が
同
學

二
千
人

の
大
團
結
た

る
岡
山
醫
黌
同
窓
會
で
は
、
會
最
初
の
事
業

と
し
て
、
醫
學
圖
書

館
建
設
の
事

を
決
議
し
た
。
此
事
業

は
、
現
下
我
邦
醫
界

の
事
業

と
し
て
、
最

も
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
共

に
、
我
が
醫
界

に
取
り

て
可
な
り
大
な
る
企
畫
と
謂
は
ね
ぱ
な
ら

ぬ
。
蓋
し
我
が
同
窓

の

數
は
約

二
千
人
の
多
き
に
達
し
、
是
等
多
數

の
人

々
は
、
全
國
各

地
に
於
て
、
夫
れ
々
々
相
當
の
社
會
的
位
地
を
有
し
、
我
邦
醫
界

の

一
大
勢
力
た
る
に
相
違
な
い
が
、
併
し
開
業
醫
の
經
濟
は
實

に

微
々
た
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
此
限

り
あ
る
同
窓
の
内

よ
り
、
拾

有
餘
萬
圓
の
大
金
を
出
捐
せ
し
む
る
事
は
、
中

々
容
易
な
事
で
な

い
で
あ
ら
ふ
。
而
し
て
此
事
業

の
企
畫
は
我
が
東
京

の
同
窓
會

に

よ
り
て
起
さ
れ
た
る
が
た
め
、
差
當
り
寄
附
金
募

集
の
事

も
、
東

京

の
同
窓
會
が
其
衝
に
當
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
〓
な
つ
た
。
實

に

東
京
の
同
窓
會
は
重
い
荷
物

を
負

ふ
た
の
で
あ

つ
た
。
然
る
に
私

は
、
此
計
畫
の
發
頭
人
で
も
あ
り
、
且
奔
走

に
便
利
な
境
遇
で
あ

る
と
云
ふ
所
か
ら
、
率
先
し
て
寄
附
金
募

集
の
任

に
當
る
こ
と
に

雜
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な

つ
た
。
今
更

思

へ
ば
、
其
責
の
重
く
し
て
、
能
く
其
任
を
盡
し

得
る
や
否
や
、
疑
な
き
を
得
ぬ
の
で
あ
る
。
併
し
世

の
事
業
、
特

に
公
益

に
關
す

る
事
業

は
、
誠
意

と
熟
心
と
を
以
て
事

に
當
れ
ば
、

何
事
で
も
成

功
せ
ぬ
も

の
は
な
い
か
ら
、
此
事
業
は
自
分
に
は
隨

分
大
任
で
あ
る
け
れ
ど
、
誠
意

と
熱
心
と
を
以
て
事

に
從

へ
ば
、

成
功
は
必
ず
し
も
期
し
難
く
は
あ
る
ま
い
と
覺
悟
し
て
、
自
ら
進

ん
で
其
衝

に
當
る
事

に
し
た
。
乃
先
づ
自
宅
に
寄
附
金
募
集
事
務

所

を
設
け
、
寄
附
金
募
集
の
規
定
を
制
定
し
、
勸
誘
状
を
起
草
し
、

醫
學
圖
書
館
建
設
の
必
要
を
説

き
た
る
意
見
書
を
作

る
な
ど
、
募

集

の
準
備
を
な
し
、

一
方
先
づ
手
始

め
と
し
て
東
京
の
同
窓
諸
君

間
に
て
個
人
々
々
に
就
き
て
募
集
す
る
と
業
に
、
他
方
に
は
、
五

月
下
旬

よ
り
數
囘
全
國
各
地

に
出
張

し
て
、
募
集
の
準
備
的
行
動

を
な
し
、
漸
く
茲

に
序
幕
の

一
幕
を
終
つ
た
か
ら
今
其
經
過
の
大

要
を
記
し
て
同
窓
諸
君
に
報
ず

る
で
あ
ら
う
。

私
が
今

日
ま
で
取

つ
て
來
た
寄
附
金
募
集
の
方
法
は
、
二
た
通

り
で
あ
る
。
即
ち

一
つ
は
三
十
人
以
上
の
同
窓
生
を
有
す

る
府
縣

に
出
掛
け
、
其
主
要
の
土
地

に
居
住
せ
ら
れ

る
主
な
る
諸
君
又
は

創
立
委
員
諸
君
に
會
見
し
て
、
其
府
縣
(
又
は
其

一
部
)
に
於

て
當

方

に
て
定
め
た
る
豫
定
の
寄
附
金
を
募
集
す
る
こ
と
を
依
頼
す
る

事
で
、
他
の

一
つ
は
各
個
の
人
に
就

い
て
出
捐
額
を
取
り
極

め
て

貰

ふ
事
で
あ
る
。

前
者
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
は
、
私
は
五
月
よ
り
七
月
ま
で

の
三
箇
月
に
五
囘
に
亙

つ
て
、
近
畿

・山
陰
・山
陽
・
四
國

・九
州

な

ど
、
西
日
本
の
大
部
を
行
脚
し
た
。
即
ら
第

一
囘
は
五
月
二
十

二

日
よ
り
六
月
二
日
の
十

二
日
間

に
京
都
・大
阪

・神
月
・尻

ケ
崎

・
姫

路
・津

・四
日
市
及
津
山
の
七
市

一
町
に
出
張
し
、
第

二
囘
は
六
月

八
日
よ
り
十
五
日
ま
で
の
八
日
間
に
岡
山
・鳥
取
・松
江
・米
子
・倉

吉
・大
阪
の
四
市
二
町
を
巡
囘
し
、
第
三
囘
は
六
月
二
十
三
日
よ
り

七
月
二
日
ま
で
の
十

日
間

に
、
呉
・廣
島
・畑
賀
・柳
井
津
・下
關
・門
司
・

八
幡
・福
岡
・大
分
・高
松
の
七
市

二
町

一
村

に
出
張
し
、

第
四
囘
は

七
月
十
五
日
よ
り
同

二
十

二
日
ま
で
の
八

日
間
に
和
歌
山
・
大
阪
・

徳
島
・阿
波
池
田
・松
山
・尾
道

・三
原
・
福
山

の
六
市

二
町
に
遊
説
し

た
。
而
し
て
是
等
の
地
方
で
は
各
數
人
乃
至
二
十
餘
人
の
同
窓
生

諸
君
に
會
見
し
て
、
募

集
上
の
協
議
を
し
た
。
今
其
模
樣
を
少
く

詳
記
す
れ
ば
、

一
、
京
都
府

に
は
岡
窓
の
數
が
六

十
七
人
許

り
あ
る
。
私
は
其

内
で
京
都
市
在
住
の
中
野
忠

一
郎
・日
下
京
平
・前
田
棄
次
郎
・

松
井
隈
太
・遠
藤
大
太
郎
の
五
氏
と
會
見
協
議
し
た
が
、
諸
氏
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は
直
に
私
の
申
出
た
豫
定
額

に
達
す
る
樣
府
下
を
取
纒

め
る

こ
と
を
快
諾
せ
ら
れ
、
且
各
自
十
分
奮
發
寄
附
す

る
こ
と
を

諾
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
當
府

に
は

一
府
の
同
窓
會
も
あ
り
、

有
力
な
る
右
諸
氏
が
、
他
の
委
員
諸
氏

と
共

に
盡
力
し
呉
れ

ら
る
〓
に
付
き
、
十
分
の
好
成
績
を
得

る
こ
と
疑
な
き
所
で

あ
る
。

二
、
大
阪
府

に
は
同
窓
生
八
十
二
人
あ

り
、
其
大
部
は
大
阪
市

に
開
業
せ
ら
れ
て
成
功
者
が
少
く
な
い
。
私

は
内
藤
達
・山
本

宗

一
・皿
井
立
三
郎
・松
本
百
之
助

・吉
谷
恒
三
郎
民
等
と
會
見

し
、

又
安
達
信
彦
・淵
田
俊
治
・大
串
彦
五
郎
・上
田
敬
次
氏
等

を
も
訪
問
し
た
が
、
前
記
五
氏
は
當
方
の
申
出
で
た
る
豫
定

額
以
上
に
取
纒

め
る
こ
と
を
快
諾
せ
ら
れ
、

且
皿
井
・山
本
・

内
藤
・吉
谷
・淵
田
・安
違
氏
等
が
直
に
多
額
の
寄
附
を
申
込
ま

れ
た
る
は
感
謝
す

る
所
で
あ
る
。
此
地
に
も
府
全
體
の
同
窓

會
も
あ
り
、
以
上
諸
氏

と
他
委
員
諸
氏
と
の
盡
力

に
よ
り
、

十
分
の
好
成
績

を
得
る
で
あ
ら
う
。

三
、
兵
庫
縣

の
同
窓
生
は
百
七
十
餘

の
多
數
あ
り
て
、

一
縣
を

包
擁
し
た
る
同
窓
會
は
な
い
が
、
神
戸
市
及
其
接
續
の
武
庫
・

明
石

二
郡
の
同
窓
會

と
、
播
州

一
圓

の
同
窓
會
と
の
二
つ
の

同
窓
會
が
あ
る
か
ら
、
私
は
神
戸
・姫
路
二
市
に
出
掛
け
て
交

渉

し
た
。
神
戸
同
窓
會
に
屬
す
る
同
窓
生
は
七
十
許
り
で
、

私
は
谷
高
三
郎
・
和
田
法
雷

・
水
野
喜

一
・
一
藤
元
嗣
・
松
島
朗
・

太
田
顯
・長
島
良
之
輔

・星
島
卓
爾
・
小
林
平
吉
・本
多
潤
四
郎
・

駒
井
潔
・堀
尾
秀
之
助
・長
野
寛
治
・
宮
原
正
康
・
小
橋
政
香
・内

田
綱
太
郎
・水
田
泰
了
・佐

々
木
三
郎
・妹
尾
良
藏

・岩
崎
衛

二
・

山
中
豐
二
の
二
十

一
氏
と

一
處

に
會
合
協
議
し
た
が
、
諸
氏

は
非
常
の
熱
誠
を
以
て
賛
成
せ
ら
れ
、
六
人
の
委
員
を
選

〓

て
、
各
自
の
出
捐
額
を
豫
定
す
る
こ
と
〓
し
、
谷
・宮
原

・
小

橋
三
氏
は
立
う
に
多
額
の
申
込
み
を
さ
れ
た
。
此
地
は
豫
定

以
上
の
好
成
績
を
得
ら
れ
る
こ
と
〓
信
ず

る
。
播
州
同
窓
の

中
心
た
る
姫
路
市
で
は
、

五
十
嵐
辰
馬
・伊
藤
英
雄
・力
九
繁
・

角
田
秀
雄
・藤
森
眞
治
・小
國
積
治
・三
木
堅
二
郎
・森
十
司
氏
等

と
會
見
協
議

し
た
が
、
此
地
方
で
も
亦
諸
氏
の
盡
力

に
よ
り

て
相
當

の
成
績
が
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

四
、
廣
島
縣
は
百
八
十
餘
人
と
云
ふ
岡
山
縣

に
次
て
多
數
の
同

窓
生
を
有
す
る
縣
で
あ
る
が
、

一
縣

を
通

じ
て
の
同
窓
會
が

な

い
の
み
で
な
く
、
數
郡
市
を
包
含

し
た
も
の
も
な
く
、
廣

島

・呉
・尾
道
な
ど
に

一
市
を
限

つ
た
同
窓
會
が
あ
る
だ
け
で

雜
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あ

る
。
先
き
頃
蘆
品
郡
の
同
窓
諸
君
の
發
起
で
備
後

の
同
窓

會
が
組
織
さ
れ
た
が
、
出
席
者
は
殆
ど
同
郡
の
會
員
丈
け
で

あ

つ
セ
と
う
な
。
か
〓
る
次
第
で
あ
る
か
ら
、
本
縣
に
於
け

る
募
集
は
中

々
手
數
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
私
は
縣
下
四
市

の
諸
君
に
會
見
し
て
、
漸
く
縣
下
募
集
の
手
續
を
定

め
た
。

即
ち
廣
島
市
で
は
藤
堂

一
郎
・久
保
湖

一
郎
・後
藤
倫
四
郎
・
森

恒
三
氏
等
に
會
見
し

て
、
同
市
の
外

に
佐
伯
・安
佐
・山
縣
・高

田
・双
三
五
郡
の
募
集
を
願
ふ
事

に
し
、
呉
市
で
は
山
下
徳
衛

福
場
智
司
・片
岡
光
次
郎
三
氏
、
又
安
藝
畑
賀
村
で
三
宅
良

一

氏

に
面
會
し
て
、
呉
市
及
安
藝
・賀
茂

一
市

二
郡
の
纒

め
を
願

ふ
て
快
諾
を
得
た
の
み
な
ら
ず
、
右
四
氏
は
即
坐
に
多
額
の

申
込
み
を
さ
れ
た
。

尾
道
市
で
は
吉
田
武
平
・綱
島
熊
太
郎
・

角
田
清
次
・村
上
嶺

二
・野
田
三
郎
の
五
氏
、

又
三
原
町
で
は

平
田
吾

一
・桑
田
敏
行
・森
忠
男
の
三
氏
に
會
見
し
、

以
上
諸

氏

に
て
尾
道
・御
調

・豐
田
・世
羅
の

一
市
三
郡
の
擔
當
を
願
ひ

又
右
の
諸
氏

は
何
れ
も
即
坐
に
多
額
の
申
込
み
を
さ
れ
た
、

福
山
市
で
は
五
十
川
源
吉
・井

口
法
太
郎
・永
井
武
恭
・村
田
秀

太
郎
・梅
田
覺
太
郎
・黒
瀬
富
太
郎
六
氏

に
會
見
し
、

福
山
・深

安
・沼
隈
・蘆
品
・
神
石
・
甲
奴

・比
婆
の

一
市
六
郡
の
擔
當
を
願

ふ
事

に
し
た
。
五
十
川
氏
は
即
坐

に
多
額
の
申
込
み
を
さ
れ

セ
。
要
す

る
に
、
同
窓
生
の
多
數
を
有
す
る
本
縣
で
は
、
斯

く
都
合
よ
く
募
集

の
手
筈
も
出
來
、
委
員
諸
氏
何
れ
も
熱
心

に
盡
力
せ
ら

る
ゝ
よ
り
、
卓
絶
の
成
績
を
擧
げ
得

る
こ
と
を

信
じ
て
疑
は
ぬ
の
で
あ
る
。

五
、
山
口
縣
に
は
約
九
十
人
の
同
窓
あ
り
て
、

一
縣
の
同
窓
會

は
未

だ
成
立
せ
ず
、

玖
珂
・大
島
・熊
毛
三
郡

の
同
窓
會
が
あ

る
だ
け
で
あ
る
。
私
は
右
三
郡
同
窓
會
の
中
心
地
た
る
柳
井

津
町
に
至

つ
て
、

河
内
山
政

一
・香
川
貞
市
・岡
村
儀
人
・妹
尾

雄

一
郎
四
氏

に
面
會
し
、
右
三
郡
及
都
濃
郡
の
四
郡
の
取
纒

め
を
願
ふ
こ
と
〓
し
、
又
三
田
尻
町
の
柳
義
雄
氏
と
山

口
町

の
前

田

大
吾

氏
に
佐
波
・吉
敷

二
郡
を
擔
當
し
て
頂
く
事

と

し
、

下
の
關

町
で
は
河
村
鼎
・武
居
哲
雄
・齋
藤
孝
弘
三
氏

に

御
願
ひ
し
て
長
門
國
の

一
市
五
郡
を
纒

め
て
頂
く
こ
と
に
し

た
。
本
縣
も
此
く
募
集
の
部
署
都
合
よ
く
定
ま
つ
た
か
ら
、

以
上
諸
氏
及
其
他
委
員
諸
民
の
御
盡
力
で
好
成
績
が
得
ら
れ

る
と
信
ず
る
。

六

、
島
根

縣

に
は
約
八

十

人
の
岡

窓

生
が

あ
り
、

一
縣

の
同

窓

會

も
成
立
し

て
居

る
。

私

は
松
江
市

に
往

つ
て
、
大
澤
俊

郎
・
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橘
久
三
郎
・
山
根
健

二
郎
・古
瀬
久
敬
・淺
野
賢
之
助
・佐
藤
信

雄
・佐
藤
武
雄
・佐
野
又
新
・佐
々
千
〓

の
九
氏
に
會
見
し
、

縣

下

の
取
纒

め
を
願
ふ
て
快
諾
を
得

た
。
隨
分
纒

り
は
良

い
で

あ
ら
う
。

七
、
愛
媛
縣
に
は
七
十
五
人
の
同
窓
生
が
あ
る
が
、

一
縣
の
同

窓
會
は
な

い
。

私
は
松
山
市
で
、
永
井
政
忠
・山
之
内
忠
茂
・

安
井
俊

二
郎
・
松
崎
宗
信
・重
松
靄
・仙
波
磯
次
郎
の
六
氏
に
會

見
し
て
、
全
縣
の
取
纒
め
を
願
ふ
た
。
或
は
之
を
機
會

に

一

縣
の
同
窓
會
が
組
織
さ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
そ
ふ
な
れ
は
至

極
纒
り
良

い
事

と
な
る
で
あ
ら
う
。

八
、
香
川
縣
に
も
七
十
三
人

の
同
窓
生
が
あ

ら
、

一
縣
の
同
窓

會
も
あ
る
。

私
は
高
松
で
高
坂
駒
三
郎
・高
畑
運
太
・永
森
彦

八
・大
林
森
次
郎
氏
等

に
相
談
し
て
置
い
た
が
、

本
縣
の
同

窓
生
は
何
事
に
も
纒

り
が
良
い
樣
で
あ
る
か
ら
、
以
上
諸
氏

始

め
其
他
委
員
諾
の
盡
力
で
十
分
好
結
果
を
得

る
事

と
信
ず

る
。

九
、
徳
島
縣
　

同
窓
生
の
數
五
十
三
人
、

一
縣
の
同
窓
會
が
あ

つ
て
平
素
岡
窓
の
連
絡
は
十
分

に
つ
い
て
居

る
。
私
の
面
會

し
た
徳
島
市
の
板
東
要
太
郎
・梶
完
次
・賀
川

一
郎
・田
淵
清
・上

田
久
太
郎
・
木
村
直
慶
氏

や
、

池
田
町
の
北
條
寛
平
氏
等
は

本
縣
の
募
集
に
十
分
盡
力

し
て
下
だ
さ
る
と
の
事
で
あ
る
か

ら
、
此
縣
で
も
亦
好
成
續
を
擧
げ
得
る
で
あ
ら
う
。

十
、
高
知
縣
に
は
同
窓
生
が
四
十
人
あ
つ
て
曾
て
は
縣
の
同
窓

會
が
あ

つ
た
が
近
來
久
し
く
開

か
れ
ぬ
そ
う
な
、
私
は
野
口

元
七
・澤
村
久
壽
猪
氏
に
面
會
し
て
、
同
縣
全
體

の
取
纒

め
を

願
ふ
て
置

い
た
。

十

一
、
九
州

に
は
福
岡
縣
に
六
十
八
人
、
大

分
縣

に
三
十
人
、

長
崎
縣
に
二
十

一
人
、
熊
本
縣
に
十
七
人
、
鹿
兒
島
縣
に
十

一
人
、
宮
崎
縣
に
十
人
、
佐
賀
縣

に
七
人
、
合
計
百
六
十
四

人
の
同
窓
生
が
あ
る
。

而
し
て
九
州
七
縣

の
同
窓
生
は
、
本

年
五
月
佐
賀
に
於
け
る
九
州
醫
學
會
の
節
九
州
在
住
同
窓
生

の
大
懇
親
會
を
開

い
て
、
岡
山
黌

同
窓
會
九
州
支
部
を
組
織

す

る
こ
と
を
決
議

し
、
寄
附
金
の
募
集
は
、
福
岡
の
同
窓
で

取
纒

め
る
こ
と
〓
な

つ
て
居
る
の
で
甚
だ
好
都
合
で
あ
る
。

私
は
福
岡
市
に
至
つ
て
疋
田
直
太
郎
・溝

口
喜
六
・
森
下
忠
恕

三
氏

に
會
見

し
て
、
九
州

一
圓
の
取
纒

め
方
を
依
頼
し
、
諸

氏
は
十
分
盡
力
す

る
こ
と
を
諾
せ
ら

れ
、
且
三
氏
と
も
即
坐

に
多
額
の
申
込

み
を
さ
れ
た
な
ど
、
感
謝
の
外
は
な

い
。

か
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か
る
次
第
で
、
九
州
は
纒

り
良
く
十
分
好
成
績
を
得
る
で
あ

ら
う
。

十
二
、
三
重
縣
に
は
四
十
七
人
の
同
窓
生
あ
り
、
且

一
縣

の
同

窓
會

も
あ
る
。
私
は
津
及
四
日
市

の
兩
市

に
出
張
し
て
、
武

田
愛

一
・朝
岡
龍
太
郎
・藤
田
覺
三
・五
井
徹
・須
原
廣
の
五
氏

に

面
會
し
て
、
縣
下
の
纒

め
方
を
御
願
ひ
し
た
。
定
め
し
相
當

の
成
績
を
擧

る
こ
と
〓
信
ず
る
。

十
三
、
和
歌
山
縣
の
同
窓
生
の
數
は
四
十
三
人
で
縣
の
同
窓
會

も
成
立
し
て
居

る
。
私
が
和
歌
山
市
に
行

つ
て
面
會
し
た
の

は
、
上
田
長
藏
・高
山
龍
之
助
・楠
瀬
正
俊
・黒
田
純
三
・宮
西
寅

之
進

の
五
氏
で
あ

つ
た
が
、
諸
氏
は
縣
下
の
取

り
纒

め
方
を

快
諾
せ
ら
れ
た
か
ら
、
此
縣
で
も
亦
相
當
の
結
果
を
得

る
で

あ
ら
う
。

十
四
、
鳥
取
縣
に
は
二
十
八
人
の
同
窓
生
が
あ
る
の
み
で
、
同

窓
會
は
な

い
。

私
は
米
子
町
で
齋
藤
勇
夫
・西
鶴
之
助
・錦
織

幾
三
郎
・高
島
義
治
・山
口
政

一
・須
山
肇
・都
田
實
の
七
氏
に
面

會
し
て
、
縣
下
の
纒

め
方
を
御
相
談
し
て
置
い
た
。

十
五
、
岡
山
縣
は
學
校

の
お
膝
下
だ
け
あ
つ
て
、
同
窓
生
の
數

は
約
四
百
人
の
多
數

で
あ
つ
て
、

一
縣
の
同
窓
會
は
素

よ
り

郡
市
の
同
窓
會

も
な

い
か
ら
、
寄
附
金
の
募
集

に
は
中

々
骨

が
折
れ
そ
ふ
な
。
而
も
岡
山
市

に
は
岡
窓
會
の
本
部
も
あ
り

て
其
中
心
地
で
あ
り
、
同
會
の
理
事
諸
君
も
居
ら
れ

る
か
ら
、

縣
下
の
取
纒
め
は
、
是
等
諸
君
を
始

め
委
員
諸
君
に

一
任
す

る
こ
と
に
し
て
、
但
私
は
縣
下

の

一
部
な

る
美
作
だ
け
は
、

好
き
機
會
が
あ
つ
た
か
ら
交
渉

に
當

つ
た
。
美
作
に
は
四
十

餘
人
の
同
窓
生
が
あ

つ
て
、
今
度

之
を
機
會

に
美
作

の
同
窓

會
を
組
織
す
る
こ
と
に
な

つ
て
、
既

に
創
立
發
起
會
が
開
か

れ
た
。

私
は
後
藤
源
次
郎
・川
上
雄
四
郎
・杉
山
鐵
太
郎
・河
本

眞
吾
・河
野
稻
太
郎
・角
田
權
・松
葉
周

一
・佐
藤
孝
信
の
諸
氏
に

面
會

し
て
、
美
作

一
圓
の
取

り
纒

め
方

を
御
願

ひ
し
て
快
諾

を
得

た
。

備
前
・備
中
二
國
郡
部
の
内

の
主

な
る
諸
君
五
六

氏
に
も
、
縣
醫
師
會

の
總
會
の
席
上
で
面
會
し
て
、
交
渉

の

端
緒
を
附
け
て
置
い
た
。
兎

に
角
本
縣
は
、
學
校
の
お
膝
下

で
も
あ
り
、
會
員
も
絶
對

多
數
で
、
成

功
者
も
多
い
か
ら
、

各
府

縣

中
第

一
の

好
成
績
が
擧
る
こ
と
〓
信
ず

る
の
で
あ

る

。

私
が
當
春
來
寄
附
金
募
集
の
た
め
出
張
し
た
地
方
は
、
以
上
の

二
府
・十
四
縣
で
、
支
那
・朝
鮮

に
は
各
三
十
人
以
上
の
同
窓
生
が

雜
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あ
る
が
、
茲

に
は

一
寸
出
掛
け
る
事
が
出
來
ぬ
。
面
し
て
私
の
出

掛
け
た
處
で
は
、
其
地

に
於
け

る
主
な
る
同
窓
生
諸
君

に
面
會
し

て
、
其

一
府
縣
又
は

一
地
方

に
於
け
る
豫
定
の
寄
附
金
の
募
集
を

御
依
頼

し
た
所
が
、
何
れ
の
諸
君
も
快
諾
せ
ら
れ
て
、
十
分
盡
力

し
て
豫
定
の
成
績
を
擧
げ
る
こ
と
を
誓
は
れ
、
且
即
坐

に
多
額
の

申
込

み
を
さ
れ
た
方
も
少
く
な
か
つ
た
。
私
は
同
窓
話
氏
が
衷

心

か
ら
本
事
業
を
賛
助
せ
ら
る
〓
の
誠
意
を
見
て
、
各
地
と
も
非
常

の
好
成
績
を
擧
げ
得
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
は
ぬ
の
で
あ
る
。

最

後
に
東
京

に
於
け
る
募
集

の
状
況
は
、
各
委
員
諸
君
の
御
奮

發
と
御
盡
力
と
で
、
續

々
串
込
み
を
得

て
、
既
に
豫
定

に
近

い
金

額

に
達

し
て
居
る
か
ら
、
愈
々
纒

め
の
附
く
時
に
は
、
相
當
の
成

績
を
得
る
で
あ
ら
う
。

私
は
弦

に
今
日
ま
で
の
寄
附
金
募
集
の
經
過
を
略
述
し
て
、
同

窓
諸
君
に
告
げ
、
尚
ほ
今
後
の
御
盡
力
を
願
ふ
の
で
あ
る
。

岡
山
醫
學
圖
書
館
創
立
委
員

岡
山
醫
黌
同
窓
會

に
て
は
、
同
會
理
事
長
荒
木
蒼
太
郎
氏

よ
り
、

廣
島
外
十
四
府
縣

に
於
て
、
醫
學
圖
書
館
創
立
委
員
こ
し
て
左
の

諸
氏
を
推
薦
し
た
り
。
其
他
の
地
方
は
追
て
推
薦
す
る
筈

な
り
と

云
ふ
。

廣

島

縣

▲
廣
島
市
○
藤
堂

一
郎
○
久
保
湖

一
郎
○
後
藤
倫
四
郎
○
小
泉
質

○
兒
玉
吾

一
○
廣
藤
文
造
○
森
恒
三
▲
福
山
市
○
五
十
川
源
吉
○

梅
田
覺
太
郎
○
黒
瀬
富
太
郎
○
井
口
法
太
郎
○
村
田
秀
太
郎
○
永

井
武
恭
▲
呉
市
○
石
田
幾
馬
○
片
岡
光
次
郎
○
竹
内
恂
造
○
延
原

量

一
○
山
下
徳
衛
○
松
浦
輔
彦
○
福
場
智
司
▲
尾
道
市
○
岡
崎
類

三
○
吉
田
武
平
○
綱
島
熊
太
郎
○
角
田
清
次
○
村
上
嶺
二
○
野
田

三
郎
○
高
龜
良
樹
▲
安
藝
郡
○
三
宅
良

一
▲
佐
伯
郡
○
田
丸
要
槌

○
中
丸
市
兵
衛
▲
安
佐
郡
○
加
藤

一
馬
○
安
藤
幹
太
○
須
藤
輝
市

▲
山
縣
郡
○
兒
玉
惟

一
○
澄
谷
奏
▲
高
田
郡
○
井
上
敏
夫
▲
加
茂

郡
○
今
田
正
人
○
大
原
四
郎
○
名
艸
隆
三
郎
○
宇
治
木
清
之
助
○

平
賀
喜
多
男
▲
豐
田
郡
○
安
部
藤
隆
○
武
内
武
四
郎
○
秋
元
二
六

○
土
居
盛
登
▲
御
調
郡
○
桑
田
敏
行
○
平
田
吾

一
○
森
忠
男
▲
蘆

品
郡
○
井
上
英

一
○
河
村
秀
三
○
黒
瀬
藤

一
郎
○
後
藤
許
太
郎
▲

神
石
郡
○
松
井
幾
郎
▲
甲
奴
郡
○
富
永
壽

一
郎
○
三
玉
彌
二
▲
双

三
郡
○
松
尾
正
人
▲
比
婆
郡
○
細
川
平
左
衛
門
○
岸
六
郎
▲
深
安

郡
○
松
田
敏
人
○
松
井
壽
太
○
杉
原
益
太
▲
沼
隈
郡
○
立
神
正
夫

報
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○
徳
永
掃
太
郎兵

庫

縣

▲
神
戸
市
○

一
藤
元
嗣
○
堀
尾
秀
之
助
○
谷
高
三
郎
○
高
橋
四
郎

○
長
野
寛
治
○
内
田
綱
太
郎
○
山
本
陸
治
○
山
中
豐
二
○
藤
田
境

太
○
藤
原
政
雄
○
駒
井
潔
○
齋
木
阿
久
利
○
水
野
善

一
○
宮
原
正

康
○
鈴
木
鼎
吉
▲
姫
路
市
○
五
十
嵐
辰
馬
○
伊
藤
英
雄
○
力
丸
繁

○
角
田
秀
雄
○
藤
森
眞
治
○
小
國
積
治
○
三
木
堅
二
郎
○
森
十
司

▲
尼
ケ
崎
市
○
米
澤
幸
造
▲
武
庫
郡
○
高
橋
彌
宗

一
○
前
田
三
郎

○
小
橋
正
香
○
深
山
巖
▲
明
石
郡
○
和
田
法
雷
○
三
浦
幸
彌
▲
美

嚢
郡
○
松
森
純
正
▲
加
東
郡
○
高
見
新
太
郎
○
蓬
莱
武
治
▲
加
西

郡
○
尾
上
徳
太
郎
○
小
野
寺
芳
三
郎
▲
多
可
郡
○
松
村
坦
治
▲
加

古
郡
○
奥
源
之
助
○
山
口
見
了
○
美
田
玄
司
○
平
位
節
藏
▲
印
南

郡
○
横
山
光
永
○
由
井
雄
▲
飾
磨
郡
○
吉
田
端
太
○
鷹
津
文
郁
○

田
中
常

一
○
福
山
秀
雄
○
淺
田
捨
吉
▲
神
崎
郡
○
吉
田
秀
之
助
○

山
口
大
三
郎
▲
揖
保
郡
○
今
井
文
次
郎
○
富
井
桂
治
○
中
原
謙
次

郎
○
廣
橋
源
藏

▲
赤
穗
郡
○
津
野
長
也
○
福
本
清
▲
宍
粟
郡
○
保

井
安
次
郎
○
下
村
幸
太
▲
城
崎
郡
○
内
山
退
藏
○
内
山
健
吉
▲
出

石
郡
○
中
澤
千
吉
▲
美
方
郡
○
小
畑
義
教

山

口

縣

▲
下
關
市
○
河
村
鼎
○
武
居
哲
雄
○
齋
藤
孝
弘
▲
大
島
郡
○
末
野

包
槌
▲
玖
珂
郡
○
林
清
馬
○
同
村
儀
人
○
河
内
山
政

一
○
妹
尾
雄

一
郎
○
香
川
貞
市
▲
熊
毛
郡
○
吉
岡
好
助
▲
都
濃
郡
○
河
村
益
三

○
有
馬
文
作
▲
佐
波
郡
○
柳
義
雄
○
財
満
中
也
▲
吉
敷
郡
○
前
田

大
吾
▲
厚
狹
郡
○
井
上
靜
丸
○
杉
右

一
▲
豐
浦
郡
○
山
本
賛
亮

▲

美
禰
郡
○
齋
藤
忠
治
▲
大
津
郡
○
茶
川

一
▲
阿
武
郡
○
粕
村
博
○

門
田
豐
熊
○
長
濱
友
雄

大

阪

府

▲
大
阪
市
東
區
○
西
山
壮
三
○
岡
本
廣
助
○
大
賀
正
造
○
松
本
百

之
助
○
皿
井
立
三
郎
▲
同
西
臨
○
小
川
作
藏
○
谷
口
與

一
郎
○
内

藤
達
○
内
藤
業
太
郎
○
村
上
茂
○
上
田
敬
治
○
小
森
鉄
太
郎
○
安

達
信
彦
○
進
藤
進
○
菅
澤
武
三
郎
▲
同
南
區
○
吉
谷
恒
三
郎
○
山

本
宗

一
○
淵
田
俊
治
○
近
藤
博
○
佐
々
木
寛
治
▲
同
北
區
○
尾
池

元
太
郎
○
和
田
英
太
郎
○
山
中
惣
次
郎
○
藤
村
富
三
郎
○
足
立
貫

▲
堺
市
○
笠
原
哲
彌
○
三
本
龍
哉
▲
東
成
郡
○
松
成
日
出
太
郎

▲

一
三
島
郡
○
松
村
洋
▲
泉
北
郡
○
堀
田
彌
三
松
▲
南
河
内
郡

○
梅
谷

幹
人
▲
中
河
内
郡
○
辰
巳
朝
春
▲
北
河
内
郡
○
山
添
貞
三

雜

報
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島

根

縣

▲
松
江
市
○
大
澤
俊
郎
○
橘
久
三
郎
○
山
根
健
二
郎
○
古
瀬
久
敬

○
淺
野
賢
之
助
○
佐
藤
信
雄
○
佐
藤
武
雄
○
佐
野
又
新
○
佐
々
千

〓

○
小
池
環
○
佐
野
珠
悦
▲
能
義
郡
○
中
原
清
▲
仁
多
郡
○
畑
榮

太
郎

▲
大
原
郡
○
晴
木
龜
之
進
○
横
山
大
藏
○
山
根
壽
三
郎
▲
飯

石
郡
○
藤
原
薫
▲
簸
川
郡
○
龜
井
龍
太
郎
○
中
林
義
男
○
山
根
大

學
○
山
根
亭
七

▲
安
濃
郡
○
小
野
誠
業
▲
邇
摩
郡
○
松
尾
廣
運
○

今
村
實
▲
邑
智
郡
○
土
佐
兼
次
郎
▲
那
賀
郡
○
大
屋
藤

一
郎
▲
美

濃
郡
○
齋
藤
勝
郎
▲
鹿
足
郡
○
神
崎
猪
之
吉
▲
周
吉
郡
○
か
笹
平

三

東

京

府

▲
東
京
市
○
出
射

一
郎
○
瀧
守
永
○
永
井
秀
太
○
山
谷
徳
治
郎
○

藤
浪
剛

一
○
赤
松
是
三
郎
○
石
岡
繁
太
郎
○
岸

一
太
○
佐
伯
矩
○

伊
澤
元
藏
○
水
川
龍
太
郎
○
小
橋
新
次
○
齋
藤
政

一
○
山
本
泉
○

秦
佐
八
郎
○
矢
野
恒
太
○
小
松

一
樹
○
守
屋
甫

一
郎
○
古
田
宗
二

郎
○
松
崎
章
太
郎
○
阪
部

一
作
○
土
井
敬
八
郎
○
戸
澤
三
策
○
牟

田
熊
彦
○
川
崎
力
雄
○
賀
川
哲
夫
○
野
津
猛
男
○
井
上
壽
男
○
杉

山
貴

一
○
杉
山
九

一
○
十
時
龍
雄
○
田
澤
省
三
○
柴
山
文
太
○
湯

淺
武
孫
○
永
島
忠
○
金
澤
巖

香

川

縣

▲
高
松
市
○
香
川
博
保
○
川
崎
舍
正
造
○
高
阪
駒
三
郎
○
高
畑
運

太
○
田
井
稔
○
武
下
吉
次
○
永
森
彦
八
○
増
田
正
〓
○
福
家
玄
太

郎
○
三
井
謙
三
▲
丸
龜
市
井
上
悦
介
○
安
達
唯

一
▲
大
川
郡
○
六

車
謙
八
○
榊
原
省
吾
▲
木
田
郡
○
中
原
健
太
郎
○
松
原
朋
三
▲
小

豆
郡
○
高
橋
謙
吾
○
藤
井
勝
太
▲
香
川
郡
○
渡
邊

一
太
○
久
保
五

百
吉
○
久
保
富
太
○
山
内
又
八
▲
綾
歌
郡
○
伊
賀
龜
三
郎
○
大
林

森
次
郎
○
河
合
泱
○
横
田
政
次
○
田
中
彦
三
郎
○
津
島

一
伸
○
中

河
與
吉
郎
○
陶
𠘑
▲
仲
多
度
郡
○
大
鳥
勘
平

▲
三
豐
郡
○
森
川
宗

治

福

岡

縣

▲
福
岡
市
○
疋
田
直
太
郎
○
溝
口
喜
六
○
森
下
忠
恕
▲
門
司
市
○

加
來
彌
三
郎
▲
八
幡
市
○
井
上
圓
造
▲
宗
像
郡
○
三
野
原
愛
四
郎

▲
鞍
手
郡
○
永
富
恕
平
▲
遠
賀
郡
○
宮
川
久
米
次
郎
▲
嘉
穗
郡
○

黒
瀬
眞

一
郎
▲
朝
倉
郡
○
北
原
竹
男
▲
糸
島
郡
○
楢
崎
敬
之
▲
浮

羽
郡
○
中
野
俊
造
▲
三
井
郡
○
伊
藤
五
郎
▲
田
川
郡
○
三
宅
方
朔

雜

報
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京

都

府

▲
京
都
府
○
箭
田
繁
福
○
半
井
鐵
道
○
中
野
忠

一
郎
○
日
下
京
平

○
前
田
棄
次
郎
○
丸
岡
眞
義
○
松
井
隈
太
○
百
々
次
郎
○
遠
藤
大

太
郎
▲
久
世
郡
○
森
澤
久
治

▲
綴
喜
郡
○
西
村
貞
三
郎
▲
何
鹿
郡

○
大
道
庫
治
郎
○
長
澤
庫
人
○
梅
原
芳
雄
▲
天
田
郡
北
山
乾
三
▲

加
佐
郡
○
柳
田
厚

二
▲
與
謝
郡
○
内
山
錬
吉

三

重

縣

▲
津
市
○
細
川
隆

一
○
渡
邊
悦
次
郎
○
武
田
愛

一
○
高
橋
知
尚
○

藤
田
覺
三
○
小
菅
芳
之
助
○
朝
岡
龍
太
郎
○
生
川
善
松
▲
四
日
市

市
○
五
井
徹
○
須
原
廣
▲
三
重
郡
○
飯
田
左
三
▲
安
濃
郡
○
落
合

治
○
中
根
光
直
○
山
崎
龜

一
▲
名
賀
郡
○
町
井
貞
敏
▲
北
牟
婁
郡

○
澤
田
保
吉

▲
南
牟
婁
郡
○
大
石
三
雄
○
南
昌
朔

鳥

取

縣

▲
鳥
取
市
○
三
戸
常
三
郎
▲
東
伯
郡
○
伊
藤
琢
郎
○
別
所
愛
三
郎

○
奥
平
孫
太
郎
○
西
伯
郡
○
西
鶴
之
助
○
錦
織
幾
三
郎
○
高
島
義

治
○
禰
屋
鑛
○
山
口
政

一
○
齋
藤
勇
夫
○
都
田
實
○
須
山
肇

大

分

縣

▲
大
分
郡
○
飯
田
良
雄
○
安
藤
謙
三
▲
大
分
市
○
織
部
寛

一
郎
○

松
岡
成

一
▲
宇
佐
郡
○
本
田
眩

一
○
膳
所
榮
十
○
松
岡
松
治
▲
直

入
郡
○
田
北
義
雄
▲
南
海
部
郡
○
土
屋
直
巳

徳

島

縣

▲
徳
島
市
○
板
東
要
太
郎
○
橋
本
猛
夫
○
梶
完
次
○
賀
川

一
郎
○

上
田
久
太
郎
○
園
田
鶴
太
郎
▲
名
東
郡
○
勝
野
英
雄
○
室
住
儀
三

郎
▲
勝
浦
郡
○
内
藤
直
太
郎
○
日
比
野
勉
▲
那
賀
郡
○
谷
義
夫
○

中
内

一
郎
▲
板
野
郡
○
林
久
雄
○
内
島
昌
雄
▲
名
西
郡
○
遠
藤
肇

▲
阿
波
郡
○
井
内
芳
三
○
金
山
都
二
郎
▲
麻
植
郡
○
上
野
賢
藏
▲

美
馬
郡
○
宇
山
榮

一
○
逢
坂
左
馬
之
助
○
北
室
直

一
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三
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○
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條
寛
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山
市
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